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＜１＞ 

プログラム学習という場合の、プログラムとい

うのは、生徒の行動のプログラムという意味であ

る。生徒の行動のプログラムをもっと厳密に、こ

まかく計画すべきだ、というのがこの考え方の根

本であるが、それは具体的にどういうことだろう

か。この問題にはいるには、まず現在の授業を反 

省する必要がある。 

現在の授業でも生徒に行動をさせていないと

いうことではない。そもそも行動をしないで学習

は成立するはずがないから、行動をさせていない

ということはない。しかし現在の授業はだれも知

っているように学級の一斉授業である。だからど

うしても個人個人の行動という点からみると、甘

いところがある。一人一人が、学習が成立するに

欠くべからざる行動をしているかというと、必ず

しもそうではない。多くの生徒がきわめて漠然と

した行動をしていることが多いのである。 

ここで行動というのは広い意味に使っている。

ドゥーイングということばでよんでもよい。ラー

ニング・バイ・ドゥーィングということばがある

が、そのドゥーィングである。考えるというのも

そのドゥーィングである。 

 学習は一人一人の生徒がなしたそのドゥーイ

ングに応じて成立するのである。何もしなければ

学習は成立しない。そういう目で、たとえば授業

をみて見る。現在の授業は多く講義問答方式であ

る。５０人の生徒に対して行なわれる。一対一集

団という形で行なわれている。その講義のことを

考えてみよう。集団として扱われている生徒の一

人一人をみると、必ずしも教師の話をよく聞いて

はいないだろう。聞いているということに生徒は

どういうドゥーィングをしていると考えるべき

だろうか。ただ教師の口から出る音が耳にはいっ

ているということではあるまい。生徒はそれを聞

いて教師が提出した話の中味になっていること

やその論理を教師と一緒にたどっていることで

ある。すっかり同じにたどることができておれば,

話がよくわかったとぃうことになる。これはなか

なか集中力のいることである。５０人の生徒がみ

なそういうことをすることを要求するのはむず

かしいことである。教師の話し方も５０人におな

じように、本当にそういうドゥーイングをさせる

ようにはなっていない。たとえば、成績の上位の

生徒を対象として話をすれば、以下の者はむずか

しいし、中位を対象にすれば上位の子どもは遊ぶ

し、下位の子どもはついていけない。下位を対象

にして話せばそれ以上の者は遊ぶことになる。結

局、現在のような体制では、上位の者１０人位が

対象となってあとの者はついて行けないでいる

のが普通である。 

 問答なども、多くはその上位１０位のものと行

なわれるから、その他の者は、その問答の中味に

ついて行けないで、結果においては、何もしない

でいるということになる。そうして、現在の教育

の常識では、そういうことがあたりまえのことで

あって、問題にならないことである。ついて行け

ないのは、結局頭がわるいのだというように生徒

の側の責任になる。こうして生徒のドゥーイング

を問題にするという雰囲気は薄い。これに対する

反省が、 ''生徒の行動のプログラムを考えよ''とい

うことになってくるのである。 
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これは考えてみればあたりまえであって、少し

も新しいことではない。本来教育は人間を育てる

ことであって、生徒が行動力をもつことである。

考える力をもち、物を見る力をもち、いろいろな

ことができる力をもつことである。それは行動す

ることによって養われ、形成される。あたりまえ

のことである。 

 ところが考えさせず、行動させないで、できな

い、できない、といっている。そこに問題がある。

というのは、今までの授業の形で考えさせ、行動

させているのだと思っていたからである。そこに

甘さがあったわけである。そこを改めて、どうし

ても考えなければならぬよう、行動しなければな

らぬように生徒を統制しようと考えるのが、プロ

グラム方式である。現在のところまだその考え方

が出たばかりであって、さまざまな教育内容のこ

とに関して、それを試験的に行なってみている段

階である。 

 

＜２＞ 

このように考えると、授業は、生徒一人一人の

行動の連続として考えられる。 ５０人がすべて

同じように行動するわけである。どうしてそうい

うことが成り立つか。次のように考えたらよいで

あろう。 

 まず行動するには、行動の対象がある。考える

には考える材料がいる。それを生徒に与えて、こ

れこれのことを考えろといえば、それが生徒のレ

ベルに合ったことであるならば、生徒はそれをや

るであろう。そのやったことを、必ず表現する場

をつくっておけば、生徒はそれを表現する。こう

いうことは紙に書いて与えることもできる。つま

り行動の指示と、行動の対象を紙に書いて与え、

その結果を、紙に表現するようにすることができ

る。紙に書くことができないような行動の対象が

ある。たとえば理科の実験のごときことであるが

それは材料を与えて、これこれのことをせよとい

う行動の指示を与えてやらせるようにする。そし

て、その結果を紙に書くようにすることができる。 

これは教師が説明をして、わからせる方法よりも、

はるかによくわかる方法であることはいうまで

もない。 

 ただし、この場合に、行動の順序段階をよほど

こまかくして、やさしくしてやらないととまどう

時間が多くなる。とくにすべての者が、それをや

るということになれば、かなりていねいに行動の

指示をする必要がある。いわばスモール・ステッ

プでやるということである。こまかい段階をとれ

ばとるほど、わかりやすくなるであろう。こうし

てこまかい行動の連続として、これまで教師のや

ってきた説明をおきかえるならば、それは生徒の

行動のプログラムによって授業をすすめるとい

うことになる。 

 この場合に注意すべきことがある。行動をして

行くということになれば、いつも正しい行動をさ

せなくてはならない。もしまちがった行動をすれ

ばまちがった学習が成立することになる。そこで、

一つ一つの細かい行動をたえず正しい行動にし

ておくためには、その一つ一つについて正誤を判

定して、誤っていればすぐ訂正してやらなければ

ならない。そういう測定を常にすることが必要で

ある。これも先に述べたような紙に書いておくこ

とができる。つまり一つ一つのこまかい行動につ

いて、正しい行動はこれだということを紙に書い

ておく。一つのステップが終わったあと、その測

定の欄をみれば、正しいか、正しくないかがすぐ

生徒にわかるようになる。正しいと自覚すれば、

それは強化されるであろうし、誤っていれば訂正

して行くわけである。 

 これで、プログラム学習の原則的方式はできた

わけである。つまりプログラム方式というのは、

生徒の行動を育てる方式なのである。行動という

のは具体的であるから、よほどこまかく具体的に

分析して、一歩一歩段階をふんで育てるようにし

なければならないから、スモール・ステップの方

式でやる。そして、一つ一つの行動について、誤

った行動が定着しないように測定をして、正誤を

即座に通知してやる。そういう連続として、授業
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が行なわれればよいわけである。それは一人一人

の生徒にそういう行動の対象と行動の仕方の指

示、およびそれに対して行動の結果をあらわす場

所、その結果の測定をするための正しい行動の結

果とが渡されればよいということである。これだ

けのことを含んだものを一つのステップと名づ

ければプログラムとはそのステップの連続であ

る。 

プログラムは、ステップの連続として、一つの

まとまった行動を細分化して示してあるもので

ある。生徒はそれを自分のペースでそれぞれやっ

ていけばよい。早くやるものもあれば、おそくや

る者もあるであろう。しかし、正しい行動を通過

して、その行動を正しく定着させることにおいて 

は、だれも同じである。 

 このプログラムを一つ一つステップをふんで

やるために、とくに提示する道具が考案されてい

る。それがティーチング・マシンである。ティー

チング・マシンを教える機械などと訳するのはま

ちがいである。プログラム提示器と訳すべきであ

る。提示器の機械もそれ自体問題になることがな

いわけではないが、本質的にはプログラムが問題

である。どういう種類の行動を育てるために、ど

ういうプログラムをつくるかということとの関

連でプログラム提示器の構造もいろいろ考え得

る。  

 

＜３＞ 

プログラム学習は、どのような問題を、現代の

授業、ないしは教育観に提出するであろうか。 

 生徒はそれぞれ自分のペースで学習を成立さ

せて行くことになるから、将来こういうプログラ

ムが整備されてくると、生徒の学習の進度はどう

なるであろうか、生徒によってかなりスピードの

差が出てくることか予想される。つまり、できる

できないという区別はなくなるであろうが、スピ

ードに差が出てくると考えられる。先天的な能力

というものを考えれば、そういうものが、スピー

ドの差となってあらわれると考えられるのであ

る。現在の授業は、みんな一斉に授業を受けて、

歩調を一にして進むことになっているが、実際は

歩調が一になっているわけではない。むしろそれ

をごまかしているということであろう。プログラ

ムが大幅に行なわれるようになると、はっきりと

結果があらわれることになる。そういう点を将来

どう処理するかは、これから考えなければならな

い問題である。同じ年に生まれたものが、歩調を

そろえて何年も同じように進まねばならぬとい

うことはもう一度考えなおされてもよいのでは

ないか。 

 さらに現在のような考え方であると、生徒の個

性というものも明らかにならないが、プログラム

方式やあるいはその考え方にもとづいて、さまざ

まな教科の教育が行なわれることになると、生徒

の進度の差は実に複雑な形であらわれてくるで

あろう。つまり一人の生徒でみれば、教科によっ

て早い者もあれば、おそい者もあるという結果に

なる。学級としてみると、一つの学級の５０人の

生徒が教科によって早い者、おそいものが様々に

なって出てくる。本来はそうなのであるが、今の

ような授業がそうさせないでいるわけである。プ

ログラム方式によって、個々の生徒の特色がはっ

きり出てくるのである。プログラム方式が実は、

そういう考え方を基礎にして生まれてきたもの

だということができよう。 

 プログラム方式の考え方は、あらゆる教科につ

いて通ずるけれども、現実にそれを生かすには、

現在の所、まだ条件が整っていないから制約が多

すぎるであろう。今のところ可能の範囲は、ぺー

パーに行動の指示をすることができて、行動の結

果もペーパーに表現できるような教科について

用いられている。つまり国語、数学、社会、理科

などである。また国語の指導でも、読解とか、作

文とかが行ないやすいが、話すとか、聞くになる

とむずかしい条件が出てきて、なかなか実現しに

くいであろう。しかし音楽などでも、ピアノの如

きはプログラム化し得る。いや、すでにある教則

本が立派なプログラムと考えることができるで
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あろう。また体育なども考え方としてはプログラ

ム方式を十分適用できるから、これからの工夫し

だいでは、新しい教育方式が生まれるのではない

だろうか。 

 教師はどのような役目をすることになるであ

ろうか。教師はプログラムの作製者であることはい

うまでもない。しかしそれも何から何まで作製する

ということになるのか、もっと分業化されるのか、

それらのことは、これから考えて行くべきことであ

ろう。おそらく、ある点で、プログラマーが分化し

てくるということが考えられよう。しかしそれも

本質的には教師なのであろう。そういうプログラ

マーが、どのような立場に立ってプログラムする

のか、これはまだ今後のことである。あるいは各

学校にプログラマーができるということも考え

られるし、あるいは地域的にプログラマーが出て

くるということも考えられる。私はプログラムと

いえども具体的には、地域性をもつものであるか

ら、地域プログラムがつくられるのが望ましいと

思う。 

プログラム方式はもとより万能でない。したが

って教育のすべてがこれで行なわれるなどと考

えることはできないことは当然である。だが、ど

こまでこういう考え方で押しすすめることがで

きるかはまだ未知数で、これから実践的に究明さ

れるべきことである。

 


